会　議　の　経　過
議　　長（下田敏美君）
　　起立願います。
　　おはようございます。
　　着席ください。
　　本日の欠席議員はおりません。
　　ただいまの出席議員数は11名であります。
　　定足数に達しておりますので、ただいまから令和８年第２回六戸町議会臨時会を開会いたします。
　　本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。
　　直ちに本日の会議を開きます。

開議（午前１０時００分）

議　　長（下田敏美君）
　　日程第１　会議録署名議員の指名を行います。
　　本臨時会の会議録署名議員は、六戸町議会会議規則第124条の規定により、議長において、
　　　　１０番　　川　村　重　光　君
　　　　１１番　　山　本　　　実　君
　の両名を指名いたします。
　　次に、日程第２　会期の決定を議題といたします。
　　会期決定前に、議会運営委員会委員長の報告を求めます。

議会運営委員長（久田伸一君）
　　はい、議長。

議　　長（下田敏美君）
　　７番、久田伸一君。

議会運営委員長（久田伸一君）
　　報告をいたします。
　　去る４月24日告示となり、本日招集されました令和８年第２回六戸町議会臨時会の会期等に関して、本日午前９時より議会運営委員会を開催し審議した結果、本臨時会の会期は、別紙会期日程案のとおり、本日５月12日の１日間とすることに決定をいたしましたので、議員各位には当委員会の決定にご賛同くださるようお願い申し上げまして、報告といたします。

議　　長（下田敏美君）
　　議会運営委員会委員長の報告が終わりました。
　　お諮りいたします。
　　本臨時会の会期は、委員長報告のとおり、本日１日間といたしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

議　　長（下田敏美君）
　　ご異議なしと認めます。
　　よって、本臨時会の会期は本日５月12日の１日間と決定いたしました。
　　次に、日程第３　諸報告を行います。
　　地方自治法121条第１項に基づき出席要求した者及び委任による出席者の氏名については、お手元に配付してあります出席者名簿のとおりであります。
　　次に、日程第４　提出議案の一括上程を議題といたします。
　　本臨時会に町長より提出されました議案は、報告第１号から第３号までの報告３件、承認第３号から第10号までの承認８件、議案第22号から第24号までの議案３件、合計14件であります。これを一括上程いたします。
　　町長より提案理由の説明を求めます。

町　　長（佐藤陽大君）
　　はい、議長。

議　　長（下田敏美君）
　　はい、町長。

町　　長（佐藤陽大君）
　　皆様、おはようございます。
　　本日、令和８年第２回六戸町議会臨時会を招集いたしましたところ、議員各位のご出席をいただき、厚く御礼を申し上げます。
　　本臨時会では、報告３件、承認８件、議案３件、計14件のご審議をお願いいたします。
　　それでは、本臨時会に提案いたしました案件について、その概要をご説明申し上げます。
　　報告第１号　令和７年度六戸町一般会計繰越明許費繰越計算書について申し上げます。
　　これは、地方自治法施行令第146条第２項の規定により、一般会計の繰越明許費繰越計算書を報告するものであります。
　　報告第２号　令和７年度六戸町国民健康保険診療所事業特別会計繰越明許費繰越計算書について申し上げます。
　　これは、地方自治法施行令第146条第２項の規定により、六戸町国民健康保険診療所事業特別会計の繰越明許費繰越計算書を報告するものであります。
　　報告第３号　令和７年度六戸町下水道事業会計予算繰越計算書について申し上げます。
　　これは、地方公営企業法第26条第３項の規定により、六戸町下水道事業会計予算繰越計算書を報告するものであります。
　　続いて、承認第３号から第10号までの専決処分の承認を求めることについて申し上げます。
　　承認第３号は、六戸町税条例の一部を改正する条例を令和８年３月31日付、専決第２号をもって専決処分したものです。
　　本条例は、地方税法等の一部を改正する法律が施行されたことに伴い、課税事務に支障を来さないよう措置するために改正するものであり、これを報告し、承認を求めるものであります。
　　承認第４号は、六戸町国民健康保険税条例の一部を改正する条例を令和８年３月31日付、専決第３号をもって専決処分したものです。
　　本条例は、地方税法施行令等の一部を改正する政令が施行されたことに伴い、課税事務に支障を来さないよう措置するために改正するものであり、これを報告し、承認を求めるものであります。
　　承認第５号は、六戸町地方活力向上地域における固定資産税の特別措置に関する条例の一部を改正する条例を令和８年３月31日付、専決第４号をもって専決処分したものです。
　　本条例は、地域再生法第17条の６の地方公共団体等を定める省令の一部を改正する省令が公布されたことに伴い、課税事務に支障を来さないよう措置するために改正するものであり、これを報告し、承認を求めるものであります。
　　承認第６号は、令和７年度六戸町一般会計補正予算（第８号）を令和８年３月31日付、専決第５号をもって専決処分したものです。
　　その内容は、既定の歳入歳出予算の総額から３億871万3,000円を減額し、予算総額を歳入歳出それぞれ77億3,261万9,000円としたものであります。
　　承認第７号は、令和７年度六戸町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）を令和８年３月31日付、専決第６号をもって専決処分したものです。
　　その内容は、既定の歳入歳出予算の総額から１億7,744万1,000円を減額し、予算総額を歳入歳出それぞれ10億6,668万9,000円としたものであります。
　　承認第８号は、令和７年度六戸町介護保険事業特別会計補正予算（第５号）を令和８年３月31日付、専決第７号をもって専決処分したものです。
　　その内容は、既定の歳入歳出予算の総額から303万3,000円を減額し、予算総額を歳入歳出それぞれ14億6,636万7,000円としたものであります。
　　承認第９号は、令和７年度六戸町後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号）を令和８年３月31日付、専決第８号をもって専決処分したものです。
　　その内容は、既定の歳入歳出予算の総額から502万9,000円を減額し、予算総額を歳入歳出それぞれ１億8,979万5,000円としたものであります。
　　承認第10号は、令和７年度六戸町国民健康保険診療所事業特別会計補正予算（第４号）を令和８年３月31日付、専決第９号をもって専決処分したものであります。
　　その内容は、既定の歳入歳出予算の総額から2,266万3,000円を減額し、予算総額を歳入歳出それぞれ３億8,109万3,000円としたものであります。
　　議案第22号　工事の請負契約について申し上げます。
　　本案は、七百・大曲線柳沢交差点改良工事について、請負契約を締結するため提案するものであります。
　　議案第23号　工事の請負契約について申し上げます。
[bookmark: _GoBack]　　本案は、旧六戸小学校解体工事について、請負契約を締結するため提案するものであります。
　　議案第24号　工事の請負契約について申し上げます。
　　本案は、旧六戸中学校解体工事について、請負契約を締結するため提案するものであります。
　　以上、本臨時会に提案いたしました案件について概要を申し上げましたが、議案の詳細につきましては、担当課長よりご説明をいたしますので、慎重にご審議の上、ご承認、ご決議を賜りますようよろしくお願いを申し上げまして、私からの提案理由とさせていただきます。
　　ありがとうございました。

議　　長（下田敏美君）
　　町長の提案理由の説明が終わりました。
　　次に、日程第５　報告第１号　令和７年度六戸町一般会計繰越明許費繰越計算書についてを議題といたします。
　　担当課長の説明を求めます。

企画財政課長（円子国浩君）
　　はい、議長。

議　　長（下田敏美君）
　　企画財政課長。

企画財政課長（円子国浩君）
　　報告第１号　令和７年度六戸町一般会計繰越明許費繰越計算書についてご説明いたします。
　　議案書の１ページをお開きください。
　　議案書の１ページとなります。
　　本件は、３月定例議会の補正予算議案において繰越明許費の可決をいただいておりますが、翌年度への繰越額が確定したことに伴い、地方自治法施行令第146条第２項の規定により報告するものでございます。
　　２ページをご覧ください。
　　繰越事業は、表の上段、２款総務費、１項総務管理費の旧小・中学校等施設廃棄物処理業務事業から、下段の10款教育費、４項保健体育費の第一キュービクル改修工事事業までの年度内に事業完了が困難な10の事業を翌年度に繰越しするもので、繰越額の総額は、表の左から５列目の翌年度繰越額の合計で４億4,837万1,000円となりました。
　　以上で報告第１号の説明を終わります。

議　　長（下田敏美君）
　　説明が終わりましたので、質疑を受けます。
　　質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

議　　長（下田敏美君）
　　質疑がないようですから、質疑を終結いたします。
　　以上で、報告第１号　令和７年度六戸町一般会計繰越明許費繰越計算書についてを終わります。
　　次に、日程第６　報告第２号　令和７年度六戸町国民健康保険診療所事業特別会計繰越明許費繰越計算書についてを議題といたします。
　　担当課長の説明を求めます。

診療所事務長（柴山英夫君）
　　はい、診療所。

議　　長（下田敏美君）
　　診療所事務長。

診療所事務長（柴山英夫君）
　　報告第２号　令和７年度六戸町国民健康保険診療所事業特別会計繰越明許費繰越計算書についてご説明いたします。
　　議案書３ページからになります。
　　本件につきましては、３月議会において繰越明許費の予算議決をいただいておりますが、地方自治法施行令第146条第２項の規定により、令和７年度六戸町国民健康保険診療所事業特別会計繰越明許費繰越計算書について、別紙のとおり報告するものでございます。
　　議案書４ページをご覧ください。
　　繰越事業は、上段から１款総務費、１項総務管理費の診療所照明器具ＬＥＤ化工事事業及び診療所照明器具ＬＥＤ化工事監理業務事業であり、合計で999万9,000円を翌年度に繰越しいたしました。その財源につきましては、一般会計からの繰入金が９万9,000円、地方債が990万円となっております。
　　以上で報告第２号の説明を終わります。

議　　長（下田敏美君）
　　説明が終わりましたので、質疑を受けます。
　　質疑ありませんか。

１０　番（川村重光君）
　　はい。

議　　長（下田敏美君）
　　10番、川村重光君。

１０　番（川村重光君）
　　確認しますけれども、これは昨年度の予算を繰り越しして、今年度、事業をやるということですよね。それで、診療所内の電気、これをＬＥＤに替える、設備投資ですよね。今後、今年度中に閉所となりますよね、診療所が。こういう設備をして、果たして無駄ではないのかなと、ちょっと私、不安なところがありまして、聞いておるわけでございます。ＬＥＤ化するのは、診療行為をするのに支障があるとか、そういう問題ではないようですよね、これはきっと。電気料が安くなるとか、そういうお話でしょうから、そこの点、診療所の将来を考えた場合、今の照明器具のＬＥＤ化、やらなくてもいいのではないかなという質問です。どうでしょうか。

診療所事務長（柴山英夫君）
　　はい。

議　　長（下田敏美君）
　　診療所事務長。

診療所事務長（柴山英夫君）
　　ただいまの川村議員の質問にお答えいたします。
　　本件につきましては、昨年の９月定例会におきまして、工事費を補正予算に盛り込みまして、翌10月に工事の契約を行っておるところでございます。10月に契約しまして、その後工事業者が現場に入り、工事の部品発注をしましたら、ＬＥＤ化工事の材料が入ってこないということで繰り越しした事業でございまして、既にもう事業は昨年度より動いているものでございます。
　　もう一つの質問の中で、診療所の照明器具を交換しなくても、診療等に、不具合はないんじゃないかというふうなお話がありました。ただ、診療所では、大分蛍光灯の耐用年数が過ぎているものがありまして、ちょっとちらつきがあったりとかして、診療の中では大分不便をかけております。注射をする場合とか、すごく見えづらいというふうな話も聞いておりました。
　　今後、診療所を閉所する見込みとなっておるところなんですけれども、今後施設の有効利用を進める上で、建物を残すという意味合いも込めまして、この工事のほうを進めさせていただいたところでございます。
　　以上です。

１０　番（川村重光君）
　　はい。

議　　長（下田敏美君）
　　10番、川村重光君。

１０　番（川村重光君）
　　分かりました。もう入札はしてしまっているということですよね。それは取り消すことはできないよね、やっぱりね。
　　それからもう１つ、この診療所は来年の３月で閉所と決まっているんですけれども、その見通し、今後どうなっていくのか、さっぱり聞こえてこないということがありまして、現状を町長のほうからちょっと聞きたいなと思います。

町　　長（佐藤陽大君）
　　はい。

議　　長（下田敏美君）
　　町長。

町　　長（佐藤陽大君）
　　今後の診療所についてといいますか、後継の方についての状況が皆さん気になっているところかと思います。診療所は、発表させていただいたとおり、３月で閉所する予定でおります。
　　その後継の医療機関につきましては、今、公募をしている状況にあります。どれほどの方が応募していただけるかというのはまだ決まっておりませんので、今、プロポーザルの公募をして業者に応募していただいて、これから選定をしていくという形になります。近々、その内容については皆さんのほうにご説明できるタイミングが来るかと思いますので、もうしばらくお待ちいただければと思います。
　　以上です。

（「分かりました」の声あり）

議　　長（下田敏美君）
　　ほかに質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

議　　長（下田敏美君）
　　質疑がないようですから、質疑を終結いたします。
　　以上で、報告第２号　令和７年度六戸町国民健康保険診療所事業特別会計繰越明許費繰越計算書についてを終わります。
　　次に、日程第７　報告第３号　令和７年度六戸町下水道事業会計予算繰越計算書についてを議題といたします。
　　担当課長の説明を求めます。

建設下水道課長（佐藤良一君）
　　はい、建設下水道課。

議　　長（下田敏美君）
　　建設下水道課長。

建設下水道課長（佐藤良一君）
　　報告第３号　令和７年度六戸町下水道事業会計予算繰越計算書についてご説明いたします。
　　議案書５ページからになります。
　　本件は、地方公営企業法第26条第３項の規定により、令和７年度六戸町下水道事業会計予算繰越計算書を報告するものであります。
　　６ページをご覧ください。
　　４款資本的支出、１項建設改良費の小松ケ丘地区マンホール蓋更新事業で、国の令和７年度補正予算に対応するため、3,400万円を翌年度に繰越しいたしました。その財源の内訳につきましては、国庫補助金1,650万円、企業債1,650万円、損益勘定留保資金100万円となっております。
　　以上で報告第３号の説明といたします。

議　　長（下田敏美君）
　　説明が終わりましたので、質疑を受けます。
　　質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

議　　長（下田敏美君）
　　質疑がないようですから、質疑を終結いたします。
　　以上で、報告第３号　令和７年度六戸町下水道事業会計予算繰越計算書についてを終わります。
　　次に、日程第８　承認第３号　専決処分の承認を求めることについてを議題といたします。
　　担当課長の説明を求めます。

税務課長（吉田英輔君）
　　はい、税務課。

議　　長（下田敏美君）
　　税務課長。

税務課長（吉田英輔君）
　　承認第３号　専決処分の承認を求めることについてご説明を申し上げます。
　　議案書は７ページでございます。
　　専決処分につきましては、次のページの専決処分書のとおり、六戸町税条例の一部を改正する条例を地方自治法第179条第１項の規定に基づき令和８年３月31日に専決処分いたしましたので、これを報告し、承認を求めるものでございます。
　　このたびの改正は、地方税法等の一部を改正する法律が令和８年３月31日に公布されたことに伴い、同年４月１日を施行日とする改正内容が含まれることから、課税事務についてもこれと同様の措置を講ずる必要があるため、条例を改正し専決処分したものでございます。
　　議案書は９ページから26ページまで、説明補足資料は１ページから26ページまででございます。
　　改正の主な内容につきましては、説明補足資料によりご説明を申し上げます。
　　１ページをご覧ください。
　　第18条の３及び第19条につきましては、米国関税措置の影響を緩和し、国内自動車市場の活性化を図るとともに、自動車ユーザーの取得時における負担を軽減、簡素化をするため、軽自動車税環境性能割が令和８年３月31日をもって廃止され、軽自動車税種別割の名称が軽自動車税に変更されたことに伴い、引用する条項を改めるとともに、字句の整理を行うものです。
　　４ページをご覧願います。
　　36条の３の３につきましては、公的年金等受給者の扶養親族等申告書について、所得税の基礎控除額が大幅に引き上げられた結果、従来の提出義務の考え方では個人住民税の賦課決定に影響が出るため、所得税における提出義務がない公的年金等受給者であっても、一定の者は申告する等の措置を講じたものです。
　　５ページをご覧願います。
　　第63条につきましては、固定資産税について、物価上昇が継続していることを踏まえ公的制度に係る基準額の見直しが行われ、家屋に係る免税点を30万円に、償却資産に係る免税点を180万円にそれぞれ引き上げるものでございます。
　　第80条から９ページの第91条までにつきましては、軽自動車税の環境性能割の廃止に伴い、引用する条項を改めるとともに字句の整理を行うものです。
　　11ページをご覧願います。
　　附則第７条の３につきましては、個人住民税における住宅ローン控除は、所得税における住宅ローン控除について、前年度分の所得税額から控除し切れない額がある場合に控除限度額の範囲内で控除するとされており、適用年度を５年間延長するものでございます。
　　12ページをご覧願います。
　　附則第10条の２につきましては、国の施策を推進するための固定資産税の負担軽減措置について、国が一律で定めていた軽減割合を自治体の判断で決定できるわがまち特例として定めており、再生可能エネルギー発電設備に対する特例率の見直しが行われたほか、引用する条項を改めるとともに、14ページになります、第26項に、新たにバリアフリー法に規定する特別特定建築物に該当する家屋を、国の基準である３分の１を参酌することとして追加してございます。
　　16ページでございます。
　　現行の附則第15条の２から18ページの附則第16条の２までにつきましては、軽自動車税の環境性能割の廃止に伴い、規定の削除や引用する条項を改めるとともに字句の整理を行うものです。
　　22ページでございます。
　　附則第19条の３につきましては、所得税における特定暗号資産を譲渡した場合の所得に対する課税に合わせ、個人住民税についても申告分離課税を導入するものでございます。
　　附則は、施行期日と経過措置を定めております。
　　以上で承認第３号の説明といたします。

議　　長（下田敏美君）
　　説明が終わりましたので、質疑を受けます。
　　質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

議　　長（下田敏美君）
　　質疑がないようですから、質疑を終結いたします。
　　お諮りいたします。
　　討論省略することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

議　　長（下田敏美君）
　　ご異議なしと認め、討論省略いたします。
　　これより承認第３号を採決いたします。
　　お諮りいたします。
　　本案は原案のとおり承認することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

議　　長（下田敏美君）
　　ご異議なしと認めます。
　　よって、承認第３号　専決処分の承認を求めることについては、原案のとおり承認することに決定いたしました。
　　次に、日程第９　承認第４号　専決処分の承認を求めることについてを議題といたします。
　　担当課長の説明を求めます。

税務課長（吉田英輔君）
　　はい、税務課。

議　　長（下田敏美君）
　　税務課長。

税務課長（吉田英輔君）
　　承認第４号　専決処分の承認を求めることについてご説明を申し上げます。
　　議案書27ページでございます。
　　専決処分につきましては、次のページの専決処分書のとおり、六戸町国民健康保険税条例の一部を改正する条例を地方自治法第179条第１項の規定に基づき令和８年３月31日に専決処分いたしましたので、これを報告し、承認を求めるものでございます。
　　このたびの改正は、地方税法施行令等の一部を改正する政令が令和８年３月31日に公布されたことに伴い、同年４月１日が施行日となることから、課税事務についてもこれと同様の措置を講ずる必要があるため、条例を改正し、専決処分したものでございます。
　　議案書29ページから36ページまで、説明補足資料は27ページから37ページまででございます。
　　改正の主な内容につきましては、説明補足資料によりご説明を申し上げます。
　　27ページをご覧願います。
　　第２条第２項のただし書につきましては、基礎課税額の限度額を１万円引き上げ、次のページでございます、第５項につきましては、子ども・子育て支援金制度の創設に伴い、子ども・子育て支援納付金賦課額の規定を追加し、限度額を３万円とするものでございます。
　　第９条の４から次のページの第９条の７までにつきましては、子ども・子育て支援金制度の創設に伴い、子ども・子育て支援納付金の課税項目を追加するもので、第９条の４では所得割を0.26％に、第９条の５では均等割額を1,105円に、第９条の６では18歳以上の被保険者均等割額を67円に、第９条の７では平等割額を742円とするものでございます。
　　33ページにかけての第23条につきましては、５割軽減及び２割軽減対象世帯に係る所得判定基準の見直しと、子ども・子育て支援納付金の軽減対象世帯の軽減額の規定を追加しております。
　　附則は、施行期日と適用区分を定めております。
　　以上で承認第４号の説明といたします。

議　　長（下田敏美君）
　　説明が終わりましたので、質疑を受けます。
　　質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

議　　長（下田敏美君）
　　質疑がないようですから、質疑を終結いたします。
　　お諮りいたします。
　　討論省略することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

議　　長（下田敏美君）
　　ご異議なしと認め、討論省略いたします。
　　これより承認第４号を採決いたします。
　　お諮りいたします。
　　本案は原案のとおり承認することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

議　　長（下田敏美君）
　　ご異議なしと認めます。
　　よって、承認第４号　専決処分の承認を求めることについては、原案のとおり承認することに決定いたしました。
　　次に、日程第10　承認第５号　専決処分の承認を求めることについてを議題といたします。
　　担当課長の説明を求めます。

税務課長（吉田英輔君）
　　はい、税務課。

議　　長（下田敏美君）
　　税務課長。

税務課長（吉田英輔君）
　　承認第５号　専決処分の承認を求めることについてご説明申し上げます。
　　議案書の37ページをお開き願います。
　　専決処分につきましては、次のページの専決処分書のとおり、六戸町地方活力向上地域における固定資産税の特別措置に関する条例の一部を改正する条例を地方自治法179条第１項の規定に基づき令和８年３月31日に専決処分いたしましたので、これを報告し、承認を求めるものでございます。
　　このたびの改正は、地方再生法第17条の６の地方公共団体等を定める省令の一部を改正する省令が令和８年３月31日に公布されたことに伴い、同年４月１日が施行日となることから、課税事務についてもこれと同様の措置を講ずる必要があるため、条例を改正し、専決処分したものでございます。
　　議案書39ページをお開き願います。
　　説明補足資料38ページも併せてご覧ください。
　　第２条につきましては、不均一課税となる適用期限を令和10年３月31日まで２年間延長し、対象資産の範囲を明確化したものでございます。
　　附則は施行期日を定めたものです。
　　以上で承認第５号の説明を終わります。

議　　長（下田敏美君）
　　説明が終わりましたので、質疑を受けます。
　　質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

議　　長（下田敏美君）
　　質疑がないようですから、質疑を終結いたします。
　　お諮りいたします。
　　討論省略することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

議　　長（下田敏美君）
　　ご異議なしと認め、討論省略いたします。
　　これより承認第５号を採決いたします。
　　お諮りいたします。
　　本案は原案のとおり承認することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

議　　長（下田敏美君）
　　ご異議なしと認めます。
　　よって、承認第５号　専決処分の承認を求めることについては、原案のとおり承認することに決定いたしました。
　　次に、日程第11　承認第６号　専決処分の承認を求めることについてを議題といたします。
　　担当課長の説明を求めます。

企画財政課長（円子国浩君）
　　はい、企画財政課。

議　　長（下田敏美君）
　　企画財政課長。

企画財政課長（円子国浩君）
　　承認第６号　専決処分の承認を求めることについてご説明申し上げます。
　　議案書は40ページからになります。
　　地方自治法第179条第１項の規定により、41ページの専決処分書のとおり、令和７年度六戸町一般会計補正予算（第８号）を令和８年３月31日に専決処分をいたしましたので、これを報告し、承認を求めるものでございます。
　　42ページをご覧ください。
　　このたびの補正予算は、既定の歳入歳出予算の総額から３億871万3,000円を減額し、予算総額を歳入歳出それぞれ77億3,261万9,000円とするものでございます。
　　補正の主な内容につきましては、別冊になります令和７年度補正予算に関する説明書、令和８年３月31日に基づきましてご説明申し上げます。
　　まず、３ページをお開きください。
　　初めに、歳入について申し上げます。
　　２款の地方譲与税から、６ページの上段の12款交通安全対策特別交付金までは、金額の確定によりそれぞれ所要額を補正計上いたしました。
　　同じく６ページ中段の13款分担金及び負担金から、次のページ、７ページ上段の14款使用料及び手数料までは、実績見込みにより予算を補正し、中段の15款国庫支出金から11ページの上段になります16款県支出金までは、主に事業費との関連において予算を調整したものでございます。
　　17款財産収入から18款寄附金は、金額の確定によりそれぞれ所要額を補正計上し、12ページ上段になります19款繰入金、１項基金繰入金は、１目財政調整基金繰入金を歳出予算との関連により全額を減額計上し、３目減債基金繰入金などその他の繰入金につきましては、事業費との関連において予算を補正したものでございます。
　　12ページ中段からの21款諸収入は、金額の確定によりそれぞれ所要額を計上しまして、13ページ下段の22款町債は、事業費の確定に伴い減額計上いたしました。
　　次に、歳出の主なものについてご説明いたします。
　　なお、歳出につきましては、主に事業費の確定や実績見合いにより予算を補正したものでございます。
　　15ページをお開き願います。
　　２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費は、14節工事請負費を役場庁舎空調設備増設工事ほかで1,276万円減額計上し、16ページ中段の５目財産管理費では、24節積立金にふるさと基金ふるさと納税分ほかで2,776万6,000円を減額計上いたしました。
　　次の17ページ、９目町民バス運行費では、12節委託料に町民バス運行業務ほかで4,597万1,000円を減額計上し、下段の10目まちづくり推進費では、18節負担金、補助及び交付金に定住対策住宅建設補助事業補助金ほかで1,024万円を減額計上いたしました。
　　21ページをご覧ください。
　　３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費は、27節繰出金に国民健康保険事業特別会計繰出金で958万9,000円を減額計上し、３目障害者福祉費は、次のページ、19節扶助費に身体障害者・児日常生活用具給付費ほかで1,328万6,000円を減額計上、次の23ページの２項児童福祉費、１目児童福祉総務費では、12節委託料で子ども・子育て支援事業業務を960万9,000円減額計上いたしました。
　　次に、26ページをご覧ください。
　　上段の４款衛生費、１項保健衛生費、７目診療所費は、27節繰出金に国民健康保険診療所事業特別会計繰出金を1,025万4,000円減額計上し、２項清掃費、２目下水処理費は、18節負担金、補助及び交付金に浄化槽設置整備費補助金ほかで1,839万8,000円を減額計上しました。
　　29ページをお開き願います。
　　下段の８款土木費、２項道路橋りょう費、２目道路橋りょう維持費は、12節委託料に道路除雪業務ほかで2,162万2,000円を減額計上いたしました。
　　以上で承認第６号の説明といたします。

議　　長（下田敏美君）
　　説明が終わりましたので、質疑を受けます。
　　質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

議　　長（下田敏美君）
　　質疑がないようですから、質疑を終結いたします。
　　お諮りいたします。
　　討論省略することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

議　　長（下田敏美君）
　　ご異議なしと認め、討論を省略いたします。
　　これより承認第６号を採決いたします。
　　お諮りいたします。
　　本案は原案のとおり承認することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

議　　長（下田敏美君）
　　ご異議なしと認めます。
　　よって、承認第６号　専決処分の承認を求めることについては、原案のとおり承認することに決定いたしました。
　　次に、日程第12　承認第７号　専決処分の承認を求めることについてを議題といたします。
　　担当課長の説明を求めます。

町民課長（長谷　智君）
　　はい、町民課。

議　　長（下田敏美君）
　　町民課長。

町民課長（長谷　智君）
　　承認第７号についてご説明いたします。
　　議案書は47ページになります。
　　本案は、地方自治法第179条第１項の規定により、令和７年度六戸町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）を令和８年３月31日に専決処分をいたしましたので、これを報告するものであります。
　　議案書の49ページをお願いします。
　　第１条の規定では、既定の歳入歳出予算の総額からそれぞれ１億7,744万1,000円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ10億6,668万9,000円とし、歳入歳出予算補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、50ページの第１表歳入歳出予算補正によるものであります。
　　続いて、令和７年度補正予算に関する説明書に基づきご説明します。
　　補正予算説明書の47ページをお願いします。
　　今回の国民健康保険事業補正予算につきましては、医療及び療養保険給付費等の確定により予算調整したものであります。
　　歳入の主なものにつきましては、５款県支出金、１項県補助金、１目の保険給付費等交付金、普通交付金を１億6,783万1,000円減額しました。
　　７款繰入金、１項他会計繰入金、１目の一般会計繰入金では保険基盤安定繰入金を687万6,000円減額しました。
　　次に、歳出の主なものについてご説明いたします。
　　49ページをお願いします。
　　２款保険給付費、１項療養諸費、１目の一般被保険者療養給付費では、療養給付費の確定により負担金、補助及び交付金を１億3,936万4,000円減額しました。
　　50ページになります。
　　２款２項高額療養費、１目の一般被保険者高額療養費は、高額療養費の確定により負担金、補助及び交付金を2,628万6,000円減額しました。
　　51ページの２款４項出産育児諸費、１目の出産育児一時金及び５項葬祭諸費、１目の葬祭費につきましても、それぞれ給付費の確定により負担金、補助及び交付金を減額しております。
　　52ページをお願します。
　　５款保健事業費、１項特定健康診査等事業費、１目の特定健康診査等事業費では、それぞれの委託業務が終了したため、委託料を484万5,000円減額しました。
　　以上で、承認第７号に係る国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）の説明といたします。

議　　長（下田敏美君）
　　説明が終わりましたので、質疑を受けます。
　　質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

議　　長（下田敏美君）
　　質疑がないようですから、質疑を終結いたします。
　　お諮りいたします。
　　討論省略することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

議　　長（下田敏美君）
　　ご異議なしと認め、討論省略いたします。
　　これより承認第７号を採決いたします。
　　お諮りいたします。
　　本案は原案のとおり承認することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

議　　長（下田敏美君）
　　ご異議なしと認めます。
　　よって、承認第７号　専決処分の承認を求めることについては、原案のとおり承認することに決定いたしました。
　　次に、日程第13　承認第８号　専決処分の承認を求めることについてを議題といたします。
　　担当課長の説明を求めます。

介護高齢課長（鈴木博文君）
　　はい、介護高齢課。

議　　長（下田敏美君）
　　介護高齢課長。

介護高齢課長（鈴木博文君）
　　承認第８号についてご説明いたします。
　　議案書51ページからになります。
　　本案は、地方自治法第179条第１項の規定により令和８年３月31日専決処分をしたので、同条第３項の規定に基づき、これを報告し、承認を求めるものであります。
　　議案書の53ページをお開き願います。
　　今回の補正予算は、既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ303万3,000円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ14億6,636万7,000円とするものであります。
　　続きまして、令和７年度六戸町介護保険事業特別会計補正予算（第５号）につきまして、補正予算に関する説明書に基づきご説明いたします。
　　介護保険特別会計は53ページからになります。
　　今回の補正予算の内容は、主に総務費、保険給付費、地域支援事業費の実績見込みにより、歳入歳出予算額を調整したものでございます。
　　最初に、歳入の主なものについてご説明いたします。
　　55ページをお開き願います。
　　２款サービス収入、１項介護予防給付費では、１目介護予防サービス費において、介護予防サービス計画作成費の実績見込みにより、項の計で18万6,000円減額計上いたしました。
　　続いて、４款国庫支出金、１項国庫負担金では、１目介護給付費負担金において、実績見込みにより385万7,000円を減額計上しております。
　　下段の４款国庫支出金、２項国庫補助金、１目調整交付金では、実績見込みにより1,205万3,000円を減額計上し、続く56ページ上段、６目補助金では、介護保険システム改修に係る介護保険事業費補助金の実績見込みにより145万6,000円を増額計上しております。
　　中段の５款支払基金交付金、１項支払基金交付金では、１目介護給付費交付金において、実績見込みにより1,859万7,000円を減額計上しております。
　　下段の６款県支出金、１項県負担金では、１目介護給付費負担金において、事業費の実績見込みにより487万5,000円を減額計上し、続く57ページ上段の６款県支出金、２項県補助金では、２目地域支援事業交付金（包括的支援事業・任意事業）において、実績見込みにより165万8,000円を増額計上しております。
　　中段の８款繰入金、１項一般会計繰入金では、１目介護給付費繰入金ほかの実績見込みにより、項の計で229万円を増額計上しております。
　　58ページの８款繰入金、２項基金繰入金では、１目介護保険財政調整基金繰入金において、実績見込みにより2,735万4,000円を増額計上しております。
　　次に、歳出の主なものについてご説明いたします。
　　59ページをお開き願います。
　　上段の１款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費では、12節委託料で、介護保険システムの制度改正対応業務の実績見込みにより132万3,000円を減額計上いたしております。
　　60ページをお開き願います。
　　２款保険給付費、１項介護サービス等諸費、３目地域密着型介護サービス給付費では、事業費の実績見込みにより負担金を400万円増額計上しております。
　　61ページ中段の４款地域支援事業費、２項一般介護予防事業費、１目一般介護予防事業費では、事業費の実績見込みにより410万4,000円を減額計上しております。
　　また、下段から62ページにかけての３項包括的支援事業・任意事業費では、各事業費の実績見込みにより、項の計で152万1,000円を減額計上しております。
　　以上で承認第８号の説明を終わります。

議　　長（下田敏美君）
　　説明が終わりましたので、質疑を受けます。
　　質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

議　　長（下田敏美君）
　　質疑がないようですから、質疑を終結いたします。
　　お諮りいたします。
　　討論省略することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

議　　長（下田敏美君）
　　ご異議なしと認め、討論省略いたします。
　　これより承認第８号を採決いたします。
　　お諮りいたします。
　　本案は原案のとおり承認することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

議　　長（下田敏美君）
　　ご異議なしと認めます。
　　よって、承認第８号　専決処分の承認を求めることについては、原案のとおり承認することに決定いたしました。
　　次に、日程第14　承認第９号　専決処分の承認を求めることについてを議題といたします。
　　担当課長の説明を求めます。

町民課長（長谷　智君）
　　はい、町民課。

議　　長（下田敏美君）
　　町民課長。

町民課長（長谷　智君）
　　承認第９号についてご説明いたします。
　　議案書は56ページになります。
　　本案は、地方自治法第179条第１項の規定により、令和７年度六戸町後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号）を令和８年３月31日に専決処分をいたしましたので、これを報告するものであります。
　　議案書の58ページをお願いします。
　　第１条の規定では、既定の歳入歳出予算の総額からそれぞれ502万9,000円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１億8,979万5,000円とし、歳入歳出予算補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、59ページの第１表歳入歳出予算補正によるものであります。
　　続いて、令和７年度補正予算に関する説明書に基づきご説明します。
　　補正予算説明書の71ページをお願いします。
　　今回の後期高齢者医療補正予算につきましては、医療及び療養保険給付費等の確定により予算調整したものであります。
　　歳入の主なものにつきましては、１款１項後期高齢者医療保険料、２目の普通徴収保険料を３万8,000円減額しました。
　　３款繰入金、１項繰入金、１目の一般会計繰入金では、事務費繰入金を16万1,000円減額し、保険基盤安定繰入金を455万3,000円減額しました。
　　次に、歳出の主なものについてご説明します。
　　73ページをお願いします。
　　２款分担金及び負担金、１項広域連合負担金、１目の広域連合分賦金は、県後期高齢者医療広域連合負担金を475万円減額しました。
　　３款諸支出金、１項償還金及び還付加算金、１目の保険料還付金では、後期高齢者医療保険料還付金を27万6,000円減額しました。
　　以上で、承認第９号に係る後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号）の説明といたします。

議　　長（下田敏美君）
　　説明が終わりましたので、質疑を受けます。
　　質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

議　　長（下田敏美君）
　　質疑がないようですから、質疑を終結いたします。
　　お諮りいたします。
　　討論省略することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

議　　長（下田敏美君）
　　ご異議なしと認め、討論省略いたします。
　　これより承認第９号を採決いたします。
　　お諮りいたします。
　　本案は原案のとおり承認することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

議　　長（下田敏美君）
　　ご異議なしと認めます。
　　よって、承認第９号　専決処分の承認を求めることについては、原案のとおり承認することに決定いたしました。
　　次に、日程第15　承認第10号　専決処分の承認を求めることについてを議題といたします。
　　担当課長の説明を求めます。

診療所事務長（柴山英夫君）
　　はい、診療所。

議　　長（下田敏美君）
　　診療所事務長。

診療所事務長（柴山英夫君）
　　承認第10号　専決処分の承認を求めることについてご説明いたします。
　　議案書60ページをお開き願います。
　　本案につきましては、次のページの専決処分書のとおり、令和７年度六戸町国民健康保険診療所事業特別会計補正予算（第４号）を地方自治法第179条第１項の規定に基づき令和８年３月31日に専決処分をいたしましたので、同条第３項の規定に基づき、これを報告し、承認を求めるものでございます。
　　議案書62ページをお開き願います。
　　このたびの補正予算は、既定の歳入歳出予算の総額からそれぞれ2,266万3,000円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ３億8,109万3,000円とするものでございます。款項の区分ごとの金額につきましては、63ページの第１表によるものでございます。
　　補正の内容につきまして、令和７年度補正予算に関する説明書に基づきご説明いたします。
　　最初に、歳入について、主なもののみご説明いたします。
　　77ページをお開き願います。
　　歳入につきましては、事業費の確定や実績見込みによる精査により予算調整したものでございます。
　　まず、１款診療収入、１項診療収入では、１目外来収入の収入見込額を精査しまして165万5,000円を減額計上、２目諸検診等収入は、新型コロナワクチンや帯状疱疹ワクチンを接種した医療機関に支払われる町からの接種費用見込額を精査し656万2,000円を減額計上、項の計で821万7,000円を減額計上いたしました。
　　４款繰入金は、歳出予算との関連により、一般会計及び国民健康保険事業特別会計からの繰入金を減額計上し、項の計で1,025万7,000円を減額計上いたしました。
　　次に、歳出について、主なもののみご説明いたします。
　　79ページをお開き願います。
　　歳出につきましても、事業費の確定や実績見込みにより予算調整したものでございます。
　　79ページから80ページにかけまして、１款総務費、１項総務管理費は、人件費や委託料及び使用料及び賃借料におきまして、事業費の確定や実績見込みにより、項の計で1,059万7,000円を減額計上いたしました。
　　２款医業費、１項医業費、１目医療用機械器具費では、医療機器等の保守点検業務委託料や検査機器等の購入費用実績により91万2,000円を減額計上、２目医療用消耗機材費では、検査試薬、診療材料消耗品などの医薬材料費の精査により72万円を減額計上、３目医療衛生材料費は、内服薬や注射薬などの医薬材料費ほかの精査により1,021万6,000円を減額計上、項の計で1,184万8,000円を減額計上いたしました。
　　以上で承認第10号の説明を終わります。

議　　長（下田敏美君）
　　説明が終わりましたので、質疑を受けます。
　　質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

議　　長（下田敏美君）
　　質疑がないようですから、質疑を終結いたします。
　　お諮りいたします。
　　討論省略することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

議　　長（下田敏美君）
　　ご異議なしと認め、討論省略いたします。
　　これより承認第10号を採決いたします。
　　お諮りいたします。
　　本案は原案のとおり承認することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

議　　長（下田敏美君）
　　ご異議なしと認めます。
　　よって、承認第10号　専決処分の承認を求めることについては、原案のとおり承認することに決定いたしました。
　　次に、日程第16　議案第22号　工事の請負契約についてを議題といたします。
　　担当課長の説明を求めます。

建設下水道課長（佐藤良一君）
　　はい、建設下水道課。

議　　長（下田敏美君）
　　建設下水道課長。

建設下水道課長（佐藤良一君）
　　議案第22号　工事の請負契約についてご説明いたします。
　　議案書は64ページをお開き願います。
　　本案は、次のとおり工事の請負契約を締結するものであります。
　　１、工事の表示。
　　名称、七百・大曲線柳沢交差点改良工事。
　　場所、六戸町大字犬落瀬地内。
　　２、契約金額、6,380万円。これは消費税を含む金額でございます。
　　３、契約の相手方。
　　住所、青森県上北郡六戸町大字犬落瀬字根古橋83番地１。
　　会社名、野田重機建設株式会社。代表者名、代表取締役、野田勇一。
　　なお、工事の内容、入札状況につきましては、補足資料の39ページに記載をしておりますので、ご参照願います。
　　以上で議案第22号の説明といたします。

議　　長（下田敏美君）
　　説明が終わりましたので、質疑を受けます。
　　質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

議　　長（下田敏美君）
　　質疑がないようですから、質疑を終結いたします。
　　お諮りいたします。
　　討論省略することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

議　　長（下田敏美君）
　　ご異議なしと認め、討論省略いたします。
　　これより議案第22号を採決いたします。
　　お諮りいたします。
　　本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

議　　長（下田敏美君）
　　ご異議なしと認めます。
　　よって、議案第22号　工事の請負契約については、原案のとおり可決いたしました。
　　次に、日程第17　議案第23号　工事の請負契約についてを議題といたします。
　　担当課長の説明を求めます。

教育課長（佐藤一也君）
　　はい、教育課。

議　　長（下田敏美君）
　　教育課長。

教育課長（佐藤一也君）
　　議案第23号　工事の請負契約についてご説明いたします。
　　議案書は66ページになります。
　　あわせて、説明補足資料の40ページをご参照願います。
　　本議案は、次のとおり工事の請負契約を締結するものであります。
　　１、工事の名称、旧六戸小学校解体工事。工事の場所、青森県上北郡六戸町大字犬落瀬字明土地内。
　　２、契約金額、３億9,160万円。これは消費税を含むものでございます。
　　３、契約の相手方。
　　住所、青森県上北郡六戸町大字折茂字沖山280番地。
　　会社名、株式会社ユタカ工業。代表者名、代表取締役、中村豊。
　　工事概要及び内容、入札結果につきましては、説明補足資料に記載してありますのでご参照ください。
　　以上で議案第23号工事の請負契約についてのご説明といたします。

議　　長（下田敏美君）
　　説明が終わりましたので、質疑を受けます。
　　質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

議　　長（下田敏美君）
　　質疑がないようですから、質疑を終結いたします。
　　お諮りいたします。
　　討論省略することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

議　　長（下田敏美君）
　　ご異議なしと認め、討論省略いたします。
　　これより議案第23号を採決いたします。
　　お諮りいたします。
　　本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

議　　長（下田敏美君）
　　ご異議なしと認めます。
　　よって、議案第23号　工事の請負契約については、原案のとおり可決いたしました。
　　次に、日程第18　議案第24号　工事の請負契約についてを議題といたします。
　　担当課長の説明を求めます。

教育課長（佐藤一也君）
　　はい、教育課。

議　　長（下田敏美君）
　　教育課長。

教育課長（佐藤一也君）
　　議案第24号　工事の請負契約についてご説明いたします。
　　議案書は68ページになります。
　　あわせて、説明補足資料の41ページをご参照願います。
　　本議案は、次のとおり工事の請負契約を締結するものであります。
　　工事の名称、旧六戸中学校解体工事。
　　工事の場所、青森県上北郡六戸町大字犬落瀬字柴山地内。
　　契約金額、３億4,210万円。これは消費税を含むものでございます。
　　契約の相手方。
　　住所、青森県上北郡六戸町大字犬落瀬字千刈田２番地８号。
　　会社名、株式会社佐藤建設工業。代表者名、代表取締役、工藤信也。
　　工事概要及び内容、入札結果につきましては、説明補足資料に記載してありますのでご参照ください。
　　以上で、議案第24号の工事の請負契約についての説明といたします。

議　　長（下田敏美君）
　　説明が終わりましたので、質疑を受けます。
　　質疑ありませんか。

１１　番（山本　実君）
　　はい。

議　　長（下田敏美君）
　　11番、山本実君。

１１　番（山本　実君）
　　これからお尋ねをするのは、議案22号、23号、24号にまたがるお尋ねになると思いますけれども、前もって申し上げておきますけれども、私は指名業者がどうのこうのとか、落札業者がどうのこうのとかいうことではございません。
　　予定価格に対する落札率、これをもう少し下げる方法がないのかということをお尋ねをしたいと思います。もちろん、公平な競争を通してこのような数字が出ているでしょうけれども、それにいたしましても90％を超える落札率というふうなことになりますと、１割、２割という話をしているんじゃないんです、あと１％、２％下げる方法がないのかと。これを掛け算してみますと、それ相当の金額がそこに生まれるわけでありますから、これは担当課にお尋ねをするよりも、町を代表する町長にお尋ねをしたいと思うんです。これが１点目。
　　それから２つ目は、この事業は町が単独で行う事業なのか、または国等からの補助的なものがあるのか、この２点についてお尋ねしたいと思います。

町　　長（佐藤陽大君）
　　はい、町長。

議　　長（下田敏美君）
　　町長。

町　　長（佐藤陽大君）
　　ただいまの山本議員の質問についてお答えをさせていただきます。
　　落札率というか、落札価格を下げることができないかということですが、設計をして、その設計にふさわしい建設、物価、それぞれの価格というのは定められておりますので、それに従って予定価格を決めているところであります。できれば幾らでも安く落札していただくのがいいんですが、この価格というのは世間一般に定められた価格となりますので、それに対して積算をして業者が落札をするという流れになっておるものですから、それ自体の価格を独自で極端に下げるということは、行政の仕事としてはちょっと厳しいと思っております。
　　しかも、昨今のこの物価高によりまして、落札も各地域で不調等も起こっている状況にあります。これが落札されてよかったといいますか、前に進めるだけでも私は今の時代よろしいのではないかなというように考えておるところで、なかなか価格を下げるという意味では難しさがあると私は思っております。
　　以上です。

教育課長（佐藤一也君）
　　はい、教育課。

議　　長（下田敏美君）
　　教育課長。

教育課長（佐藤一也君）
　　山本議員の質問にお答え申し上げます。
　　この工事につきましては、補助事業は使っておりません。公共施設等適正管理推進事業債を使用しております。
　　以上です。

１１　番（山本　実君）
　　はい。

議　　長（下田敏美君）
　　11番、山本実君。

１１　番（山本　実君）
　　まず、落札価格を下げる方法がないというふうなことであります。例えば昨日も十和田地域広域事務組合の臨時会があって、財産の取得について少し私は触れたわけなんですけれども、地方自治体が、この入札制度を取り入れているというふうなことをどのように理解されているのか、説明をするまでもないと思うんですが、この入札の制度というようなものを指名競争入札、または一般競争入札、それから随意契約的なものも入れて一くくりにするのであれば、一般競争入札を導入した場合には、他の例を見ますと、結構この金額、パーセントが下がっていると私は見ております。
　　ですから、何を申し上げたいかというと、やっぱり町を代表する立場になったわけでありますから、そういうふうなところまで考え、視野に入れて町を運営をするべきではないのかというふうに思うわけであります。一般競争入札も視野に入れながら町の運営、私はあえて言うんですけれども、町を経営をしていくべきではないのかと。いかがですか。

町　　長（佐藤陽大君）
　　はい。

議　　長（下田敏美君）
　　町長。

町　　長（佐藤陽大君）
　　ただいまのご質問にお答えさせていただきます。
　　入札に関しては、私の独断で決められることではございません。指名審査会等で、それにふさわしい方法で実施をすることになっております。今回の決定がそういう指名方法であったということになりますので、そこはご理解をいただければと思います。
　　以上です。

１１　番（山本　実君）
　　はい。

議　　長（下田敏美君）
　　11番、山本実君。

１１　番（山本　実君）
　　理解はできます。指名審査会委員長は副町長でしょうから、今後そういうふうなところも視野に入れて進めていただきたい。
　　さらに、六戸学園等々の償還もこれから始まっていきます。財政的に非常に厳しい状態になると思いますけれども、しかし町長、これまでも、財政的に豊かだとは一回も今まで聞いたときがないんです。そういうふうなものなんですよね。ただ、これから償還の時期に入りますと、やはりもう一歩足を前に出したみたいな入札の制度であっても考えてほしいなということをお伝え申し上げて終わります。

副町長（円子富浩君）
　　はい。

議　　長（下田敏美君）
　　副町長。

副町長（円子富浩君）
　　山本議員からの提案ですが、一般競争入札、確かに今、各近隣の自治体でもそちらを採用している流れはございますが、今は一般競争入札と電子入札をセットで考えていく流れになるみたいです。当然、そこにはかなりの経費をかけていかなければならないということと、六戸町でもそれを検討していないわけではございません。将来的には、その方向に進む流れにいずれはなるかとは思います。
　　ただ、今、六戸町では、地元企業というところも１つ考えに置いて、大きく地元企業の立場を下げるような方向に行かないような一般競争入札の流れというものを、ちょっとこれから検討させていただきたいと思っておりますので、ご理解を賜りたいと思います。
　　以上でございます。

議　　長（下田敏美君）
　　説明が終わりましたので、質疑を受けます。
　　ほかに質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

議　　長（下田敏美君）
　　質疑がないようですから、質疑を終結いたします。
　　お諮りいたします。
　　討論省略することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

議　　長（下田敏美君）
　　ご異議なしと認め、討論を省略いたします。
　　これより議案第24号を採決いたします。
　　お諮りいたします。
　　本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

議　　長（下田敏美君）
　　ご異議なしと認めます。
　　よって、議案第24号　工事の請負契約については、原案のとおり可決いたしました。
　　以上で本臨時会に付議された事件は全て議了いたしました。
　　これをもちまして、令和８年第２回六戸町議会臨時会を閉会いたします。
　　起立願います。
　　お疲れさまでした。

閉会（午前１１時１９分）
－9－
